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1. はじめに 

1-1. 研究の背景と目的 

近年,街中では,階段は単なる昇降のための装

置だけでなく,滞留や交流などを可能とする空

間として活用されている事例がよく見受けら

れる。階段状の空間が広場的な性格を持ち,利
用者の多様な行為を誘発する階段状オープン

スペース注１）として計画される傾向が注目され

ている。 
当該空間は,平面的なラウンジやホールでは

見ることの出来ない利用形態の誘発,限られた

空間でのオープンスペースの創出,人々の交

流・表現の場としての幅広い,多様な可能性を

持っている。 
そこで,本研究では,文献・事例調査から収集

した階段状オープンスペースの事例より,建物

用途や空間の設置機能,構成要素,付属機能など

の特性を整理し,空間形成における傾向を明ら

かにすることを目的とする。 
1-2. 既往研究との関連 

既往研究として,今井・鳥巣・田中氏ら参１）は,
建築内に計画された階段・スロープを類型化し,
安藤氏参２）の設計思想を参照しながらその意図

を分析している。また,水野氏参３）は,都市公園

内の階段状スペースを対象に,平面の着座空間

と比較しながら利用行動や魅力の分析を行っ

ている。これらは,階段状空間の意図や利用実

態を明確にした貴重な研究である。そこで本研

究では,既往研究をもとに,階段状オープンスペ

ースの設置機能や空間特性の傾向に着目する。 
1-3. 研究の方法 

本研究では,階段状オープンスペースの設置

機能および空間特性の傾向を把握するために,
建築作品の文献事例調査を行う。調査対象は,
雑誌『新建築』参４）の 2015 年から 2024 年ま

での 10 年間に掲載されている建築作品の中か

ら,階段状オープンスペースを有する事例（写

真 1）を抽出する。抽出条件は 3 点あり,竣工済

みの施設であること,通常階段が 5 段以上かつ,
滞留可能な段差空間が 2 段以上または 2 か所

以上存在すること,四方を壁に囲われた閉鎖的

な教室空間を除外することである。これらの条

件を満たす 109 件の事例を対象とする。 
各事例について,掲載情報および図面・写真

等の記載内容を基に,階段状オープンスペース

の設置機能と空間構成に関するデータを整理

する。そして,各項目間の傾向や関係性を分析

し,階段状オープンスペースの空間形成や設計

的特徴を考察する。調査の一覧データを表 2 に

示す。 
表 1 調査項目一覧 

 

写真 1 事例「京都外国語大学新 4号館」参５） 
 

2. 現状分析 

2-1. 建物用途別の傾向 

 図 1 より,該当事例件数をみると,教育施設

が 37 件と全体の約 3 割を占め,次いで,複合施

設が 23件,事務施設が 18件,文化施設が 14件

である。特に,教育施設や複合的・公共的な用

途を含む施設で積極的に階段状オープンスペ

ースが導入されている傾向がある。教育施設で

は,学習や交流を促し,複合施設や文化施設で

は,滞留やイベントに対応可能な広場として活

No. 調査項目 内容・区分例

1 建物用途 教育施設・事務施設(オフィスなど)・商業など

2 規模感 面積による該当空間の規模(小/中/大/特大)

3 設置場所 屋内/屋外/半屋外など

4 形状 横長/縦長/台形/三角形/L字など

5 階段位置 該当空間内の昇降用階段の配置場所(端部/片側など)

6 コンセントの有無 電源設置の有無

7 付属物の有無 家具/照明/植栽など

8 室名称の有無 室名称の表記の有無

9 素材の違い 階段と段差空間の仕上げ材の差異(同素材/異素材)

−日本大学生産工学部第58回学術講演会講演概要（2025-12-13）−

ISSN 2186-5647

— 501 —

5-12



用されている。また,事務施設では,各フロアを

繋ぐ開放的な動線やフリーアドレス制の導入

などワークスタイルの変化に対応したコミュ

ニケーション空間として活用されている。 

このように,階段状オープンスペースは,人

と人の関係性や活動を促す空間要素として,教

育・事務・公共用途で重要視される特徴がある

と考えられる。 

図 1 建物用途別件数 

2-2. 規模感の傾向 

表 2 より,階段状オープンスペースの規模感

は,該当箇所の面積が 20 ㎡未満を小,20 ㎡以上

50 ㎡未満を中,50 ㎡以上 100 ㎡を大,100 ㎡以

上を特大と設定し算出すると,中規模が 47 件,
大規模が 31 件と全体の約 7 割を中・大規模が

占めていることがわかる。 
建物用途別でみると,教育施設は中・大規模

がほとんどであり,多くの学生や生徒が同時に

利用することを想定し,段差空間 10 段程度で,
幅の広い段差空間が多くみられる。事務施設は,
小・中・大規模とも満遍なく存在し,主に社員な

どの限定的な利用人数を想定し設けられてい

るため,規模感ごとに偏りがあまりないと考え

られる。複合施設や文化施設では,中・大規模が

半数を占めており,不特定多数の人が利用し,ホ
ール・イベント・展示対応などを行うことを想

定し,公共性・開放性のある比較的スケールの

大きな階段状オープンスペースが計画されて

いると考えている。 
2-3. 階段状オープンスペース形状の傾向 

図 2 より,形状に着目すると,横長,縦長,正方

形,台形に該当する一方向型の比較的シンプル

な構成が用いられていることが多く,全体の半

数近くを占めている。これは,動線や視線の誘

表 2 調査データ一覧 

教育施設
（件）

事務施設
（件）

文化施設
（件）

商業施設
（件）

試験
研究施設
（件）

集合住宅
〈中層〉
（件）

流通施設
（件）

複合施設
（件）

寄宿舎
寮

（件）

その他
（件）

合計
（件）

総合計
（件）

37 18 14 4 2 1 1 23 1 8 109

小 4 5 1 1 0 1 0 1 0 1 14

中 19 7 6 1 1 0 1 9 1 2 47

大 10 6 3 2 1 0 0 7 0 2 31

特大 4 0 4 0 0 0 0 6 0 3 17

正方形 2 4 1 0 1 0 0 3 0 0 11

横長 10 7 5 1 0 1 0 5 1 2 32

縦長 15 3 3 0 1 0 0 5 0 1 28

台形 4 1 3 0 0 0 1 2 0 1 12

三角形 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

コの字 1 2 0 0 0 0 0 1 0 1 5

L字 2 1 0 0 0 0 0 1 0 1 5

V字 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

湾曲 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 4

その他 1 0 0 2 0 0 0 4 0 2 9

内部 27 16 6 1 2 1 1 12 0 0 66

半屋外 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

外部 9 2 8 3 0 0 0 11 1 8 42

片側 16 11 5 2 2 0 0 10 0 1 47

両端 14 4 5 0 0 0 1 4 0 2 30

中央 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 3

全体 2 1 0 2 0 0 0 3 0 1 9

分散 4 2 4 0 0 1 0 5 1 3 20

有 9 3 0 0 0 0 0 4 0 0 16

無 28 15 13 4 2 1 1 19 1 8 92

有 18 9 6 3 2 0 1 12 0 3 54

無 19 9 7 1 0 1 0 11 1 5 54

有 22 9 5 1 1 1 1 13 0 3 56

無 15 9 9 3 1 0 0 10 1 5 53

同素材 30 15 11 2 2 1 1 18 1 5 86

異素材 7 3 2 2 0 0 0 5 0 3 22

設置場所 109

階段設置位置 109

コンセント 108

付属物 108

室名称 109

素材 108

形状 109

建物用途

規模感 109
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導方向を明確にし,上下階を連続的・開放的に

繋ぐ構成として取り入れられている傾向があ

る。コの字や L 字,V 字,扇形など多方面からの

アプローチが可能である形状も一部みられる。

これらは,適度に囲い込まれる形状及び,空間の

開放的な繋ぎより,滞留を促す傾向があると考

えられる。 

 

図 2 階段状オープンスペースの形状別件数 

2-4. 設置場所の傾向 

 設置場所は,表 2 より,屋内が 66 件,屋外が

42 件,半屋外が 1 件であり,屋内への設置が約

6 割を占める。特に利用者が長時間滞在する用

途の教育施設や事務施設は,気候の影響を受け

にくい屋内型の階段状オープンスペースが採

用されていると考えられる。一方で,複合施設

や文化施設,その他においては,開放性や回遊

性を重視した利用形態に対応可能な,屋外型の

階段状オープンスペースが採用され,利用環境

や機能目的に応じて屋内・屋外の双方で柔軟な

計画がなされていると考えられる。 

2-5. 室名称の傾向 

 表 2 より,室名称のある事例は 56 件あり,全
体の約半数を占めている。そのうち,建物用途

別でみると,教育施設が 22 件,事務施設が 9 件,
複合施設が 13件であり,3 用途合計で約 8割を

占めている。 
 室名称がみられる建物用途は,利用者が多様

であり,滞留や交流などの行為を意図的に促す

空間が求められる施設に集中している。実際に,
事例には,「だんだん広場」「階段ラウンジ」「階

段コモンズ」「大階段」「ステップフロア」な

ど空間の性格や用途を明示する名が付けられ

ている。 
これらは,計画段階から場としての活用が想

定され,利用者への空間の利用目的・計画意図

の明確化と深く関係していると考える。一方で,
文化施設や商業施設では,利用者の自由な使い

方に委ねる傾向があるため,場の表記を行わな

い傾向があると考える。 

3. 各要素の関係性分析 

3-1. 形状と階段位置の関係 

 表 3 の階段状オープンスペースの形状と昇

降用階段の位置の関係より,正方形は片側,縦

長は片側に次いで両端,横長は両端に次いで片

側に昇降用の階段が設置されていることがわ

かる。これらの直線型の形状の場合,片側か両

端に昇降用階段を寄せ,空間の一方又は中央を

滞留領域として確保し,滞留や交流に集中する

空間を形成していると考えられる。台形では,

唯一中央に昇降用の階段が設置されており,上

部にかけて階段幅が狭くなる形状に対応した

設置がなされていると考えられる。また,コの

字や湾曲,不定形を含むその他では,昇降用階

段が分散し 2 ヵ所以上に設けられていること

も多い。これは,利用者の動線や滞留行為の多

様化など,単一方向の誘導ではなく,空間内に

自由度を持たす計画が行われていると考えら

れる。 

 このように,昇降用階段の位置は,形状と連

動し,空間の使われ方を制御・誘導する設計要

素として機能していることが読み取れる。 

表３ 形状と階段位置の関係 

 

3-2. 形状と設置場所 

 図 3 は,階段状オープンスペースの形状と設

置場所の関係を示している。正方形,縦長,台

形,L 字,湾曲では屋内,コの字やその他の不定

形では屋外の設置が半数以上を占めることが

読み取れる。また,横長は屋内外共に対応して

いることがわかる。 

 屋内の正方形,縦長,横長は,ホールやエント

ランスなど周囲の室空間との関係をとりやす

く,配置がしやすい。L 字や台形,湾曲は動線誘

導や壁面に沿った構成により空間的な変化や

視界の広がりの演出が可能である。このように,

屋内では,形状が建築物内部の構造や機能的制

約に基づいて計画される傾向があり,そのうえ

で滞留や交流・視線の繋がりを意識したデザイ

ンが重視されていると考えられる。 

片側(件) 両端(件) 中央(件) 全体(件) 分散(件) 合計(件)

正方形 11 0 0 0 0 11

横長 7 15 0 3 7 32

縦長 18 9 0 1 0 28

台形 5 2 3 1 1 12

三角形 0 0 0 2 0 2

コの字 1 1 0 1 2 5

L字 2 2 0 0 1 5

V字 1 0 0 0 0 1

湾曲 0 1 0 0 3 4

その他 2 0 0 1 6 9

合計 47 30 3 9 20 109
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 縦長は,大階段やスロープのように連続しな

がら,動線と滞留空間を設ける空間構成を設け

やすく,屋外にも多く設置される傾向があると

考える。また,コの字やその他の不定形などは,

屋外の開放性を活かし,周辺環境や既存の環境

などに応じた自由度の高い柔軟な計画がされ

ていることが考えられる。 

 
図 3 形状と設置場所の関係 

3-3. 付属機能と室名称の関係 

 表 4 では,付属機能をコンセント,椅子などの

付属物,素材の違いに分類し,室名称のある事例

の内訳を示す。室名称がある事例は 56 件,コン

セントがある事例は11件,付属物のある事例は

31件,昇降用階段と段差空間の素材に違いのあ

る事例は 15 件である。 
 コンセントの設置されている事例は,教育・

事務・複合施設のみであり,パソコンやスマー

トフォン利用などの長時間の滞在や作業を前

提とした空間である。 
 付属物の有る事例の教育・事務では,チェア

パッドやラップトップクッションなど着座行

為を支えるものが設置されている。これらの一

体型の段差空間は,「階段ラウンジ」「階段ステ

ージ」「階段教室」など空間説明が表記に示さ

れやすいと考えられる。一方で,文化・商業・複

合施設などでは,植栽のある施設もあり,「サン

クガーデン」「だんだんベンチ」など付属物名

から直接空間を想像しやすい表記がなされる

傾向があると考える。 
 昇降用階段と段差空間が異素材で構成され

ている事例では,各施設で用いられる傾向があ

り,動線と滞留空間が目視で区別できるため,滞
在への誘導に繋がる。異素材の場合,視覚的判

断がしやすいことから,付属物が設置されない

事例も多く,「ホール」「階段教室」「ステージ」

などシンプルな表記になる傾向がある。このよ

うに, 仕上げ材での空間の意図的なゾーニン

グは,簡易的な場の表記でも利用者が用途を理

解しやすい空間計画であると考える。 

表 4 設置機能と室名称の関係 

 
4. 考察・まとめ 

 本研究を通じて,階段状オープンスペースは,
教育・事務・複合施設を中心に,学び・交流・イ

ベントなど多目的な場として計画され,付属機

能・形状・設備・室名称の表記などの相互関係

により滞留を誘発することがわかる。また,屋
内での正方形や横長・縦長形状などの整形的な

構成は,建築内部の動線計画や視線制御を意図

し,屋外のコの字や不定形な形状は,周辺環境と

の関係性を重視した開放的な空間計画である

ことがわかる。 
 そして,場の表記と付属機能の設備や素材の

差異が絡むことで,用途を明確化させ,利用者の

場の認識を強化する可能性があると考える。 
 本稿は,階段状オープンスペースの設置傾向

や空間構成を整理したものであるため,実際の

利用行為や行動観察を通じて,階段状オープン

スペースの空間利用の質的側面から,設計的効

果を検証することを今後の課題とする。 
 

【注】 

注１）階段所オープンスペース：昇降用階段に滞留行

為が可能な段差空間が併設されている階段状のオープ

ンスペースを指す。 
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コンセント
有

(件)

コンセント
無

(件)

付属物
有

(件)

付属物
無

(件)

異素材
(件)

同素材
(件)

教育施設 5 17 11 11 4 18

事務施設 3 6 6 3 3 6

文化施設 0 5 2 2 1 3

商業施設 0 1 1 0 1 0

試験・研究施設 0 1 1 0 0 1

集合住宅（中層） 0 1 0 1 0 1

流通施設 0 1 1 0 0 1

複合施設 3 10 7 6 4 9

寄宿舎・寮 0 0 0 0 0 0

その他 0 3 2 1 2 1

合計 11 45 31 24 15 40
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